
ご挨拶
すえむら英一郎から皆さまへ

　

前
回
の
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら
も
ご
期
待
に
沿
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
有
権
者
の
判
断
を
受
け
止
め
、課
題
と
反
省
点
を
見
出
し
な
が
ら
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
は
、自
治
会
で
の
防
災
活
動
や
、動
物
愛
護
協
議
会
の
役
員
と
し
て
の
活
動
を
継
続
す
る
と
共
に
、

新
た
に
、茨
城
大
学
の
客
員
研
究
員
と
し
て
、市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
改
革
の
支
援
活
動
を
行
って
お
り
ま
す
。

ま
た
会
社
員
時
代
よ
り
経
験
の
あ
る
社
会
保
険
労
務
士
の
資
格
を
生
か
し
て
、

働
く
人
の
た
め
の
労
働
環
境
の
支
援
活
動
も
始
め
ま
し
た
。

守
谷
に
住
ん
で
い
て
良
かっ
た
、守
谷
に
生
ま
れ
て
良
かっ
た
、と
思
う
方
が一人
で
も
増
え
る
よ
う
、

皆
さ
ま
か
ら
再
び
信
託
を
い
た
だ
き
、地
域
の
た
め
に
、守
谷
の
た
め
に
、

尽
力
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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プロフィールと略歴
すえむら英一郎の

再び市議会へと挑戦。

つくば市立　茎崎第3小学校
守谷市立　けやき台中学校
江戸川学園取手高等学校
立教大学文学部

守谷市消防団第９分団
守谷市動物愛護協議会
茨城県動物愛護推進員

卒業
卒業
卒業
卒業

団員
副会長

学
歴

所
属

守谷市議会議員　　初当選
総務常任委員会　　委員
市の財政や経営戦略、シティプロモーションのあり方
またモコバスなどの公共交通の改革に取り組む。

34
歳

守谷市動物愛護協議会　副会長
守谷市動物愛護協議会の設立に尽力。

35
歳

議会改革推進会議　副会長
議会基本条例の理念を具体化し、市民により信頼さ
れる議会づくりを目指す。

広報特別委員会　　委員
議会内部資料のペーパーレス化や議会だより『こじゅ
けい』の創刊に向けて尽力。

守谷市議会議員選挙にて２期目に挑戦も次点で落選。

36
歳

守谷市動物の愛護及び管理に関する
条例の制定に尽力

37
歳

38
歳

すえむら英一郎のビジョン
V I S I ON

働く世代の声を力に
こ
の
手
で
変
え
る
。

・空き家のデータベース化や市民の起業サポートを
通じて、地域の人材が生かされる街にします。
・ＰＰＰ（新しい官民協力の形態）などを積極的に利用
して、将来に向けた財政負担軽減を図ります。

官民協働の街づくり

・時には既存事業の廃止を提言。新規事業のための
財源づくりも同時に行います。
・『馴れ合わない』提案力！ 議論が正しく活発に行え
る議会体制をつくります。

・モコバスなどの公共交通体系の見直しとデマンド型の導 
入により、市内交通が便利な守谷にします。
・つくばエクスプレス東京延伸へ。働く世代をもっと応援。
・世代間格差の是正。働く世代の声を届けます。

人と動物にやさしい街
・『動物愛護基金（仮）』の創設により、増税なしに、
人と動物に優しい守谷にします。
・殺処分数ゼロを目指して。守谷から始める。

議会改革推進力 No.１


